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二月の行事と日程
★星祭の日程

　次の日程にて開運星祭を厳修致します。お誘い合わせの上、ご来山下さいますようにご案内申上げます。

東京　　一・二・三日　十一時～十七時

大阪　　五・六日　十一時～十七時

本山　　十・十一日　午前中

別院　　十四日　午前中二十番まで

熊本　　十五日　十三時～十八時

大牟田　十六日　十二時～十五時

武雄　　十六日　十八時～二十時

北九州　十七日　十三時～十七時

本山　　二十・二十一日　午前中

別院　　二十三・二十四日　午前中
宮崎　　二十五日　　　　午前中

　★龍王祭御水取法会

　　十四日夜八時から今年最初の

若水の御水取法会を行います。

　▼各場において、受付時間が短縮され

　ている所があります。要確認の事。

　▼管長様の体調への配慮から、体力負担を軽減するために、星祭の方法、受付方法に変更がある場合があります。ご了承頂き、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

  ❖星祭申込用紙には、住所・氏名・生年月日（家族分）を記入の上、提出下さい。その他霊符の欄は規定の要領でご用意します。

　三月の行事
　彼岸法会・先祖供養大祭
★当山の教法の中心をなす彼岸法会・
先祖供養大祭は三月二十日（水曜日）に本山にて執り行います。

女系（妻の実家）の先祖供養を中心に厳修しますが、男系も勿論可です。

星祭時にお申込下さい。

　当日は、イベントとして餅つき、牡丹餅作りをします。お手伝いをして下さる方大歓迎です。お接待の用意もあります。どうぞご参詣り下さい。

★先祖供養の先祖さんって誰のこと？

　これは先日信者さんからの質問です。当山で言うところの先祖さんとは、供養をされる方の記憶にある人を言います。つまり、両親であり、両親の両親（祖父・祖母）であり、その両親（曾祖父・曾祖母）です。この辺りまでが、そもそも記憶にある先祖さんではないでしょうか？
　大事なのは、○○爺さん、○○祖母さんと名前を浮かべて思い出せる人を、供養を捧げる先祖さんとします。

　もちろんそれ以前の過去帳や位牌に書いてある人も先祖さんではあります。しかし、そんなに遠い過去の人たちは、過去帳等で名前を知るだけで、イメージが湧かないのでして、それこそ会ったことはないが、写真で見たことがある程度なら、自分の曾爺さん・曾祖母さんなのだと認識出来る訳です。
　田舎の家に行くと、仏間に故人の写真が飾ってあったりします。この写真があると、直接会った事もない先祖さんでも、何となく思い出せる気もします。

　その思い出せる先祖さんを供養するのが、当山の先祖供養です。いかがでしょうか、自分の所のご先祖さんをイメージしてご理解頂けたでしょうか？

▼仏間の写真

　先ほど田舎の家に行くと、仏間に故人の写真が掛けてある所があると書きましたが、あの写真は法事などの時に出して飾るものでして、通常は押入れ等に保管して置いた方が良いそうです。

　どうしても写真が飾りたい方は、卓上版の大きさのものを、仏壇に置くのが良いようです。何故仏間の鴨居などに掛けてある写真が良くないかですが、どうもあの写真が掛けてある家は、跡継ぎが居なくなるようです。これは跡取りが亡くなると言う意味ではなく、家から出ると言う意味です。（都会に住むなど）

　今までの経験で、そのようなお宅を見たことも多々あります。写真を飾るなどの風習は昭和になってからのことですので、昔からの風習だとも言えません。

　遺影は別の所に保管ください。

★私を仏に
「私」と言う漢字と「仏」と言う漢字は似てますよね。私の字の左側の「禾」を「亻」に変えれば「私」が「仏」に変わります。

　私たち人間には、三本のムダ毛があるようで、このムダ毛を抜くと仏になれるのです。ちなみに、「禾」の「一」、「丿」、「丶」、を抜けば「亻」になります。

　では三本のムダ毛とは何ぞや？それが難しいのですが、「貪瞋痴」（とんじんち）です。「貪」はむさぼり・もの欲しさです。「瞋」は怒りです。「痴」は愚かさです。

　「懺悔文」

　我昔処造諸悪業　皆由無始貪瞋痴

　従身口意之処生　一切我今皆懴悔

訳・「未だ善と悪とをわきまえず、我知らずして湧き起る、もの欲しさと怒りと愚かさによって生み出す、身（からだ）口（ことば）意（こころ）の誤りを、我今悔い改めん」となります。

　これはお経などを唱える時にあげる懺悔文（ざんげぶん）です。

　このように、私たち人間は生きていれば、身体と言葉と心にこの貪瞋痴が勝手に湧き起るのでして、これを日々反省し懺悔して、仏様に向き合うのです。

　この「貪瞋痴」のムダ毛を抜いたら「私」が「仏」に成れるのですが、そのムダ毛がなかなか抜けないのが現実です。

▼ではどうすればいいのでしょうか？　

　エステサロンに行って脱毛する（笑）これは冗談ですが、「貪瞋痴」を無くすには、仏道修行するしかありませんねと言うか、他に思いつきません。

　と言うことで、「私」を「仏」にするべく、仏道修行しますので、皆様もどうぞ当山にご参詣いただき、仏道に目覚めていただいて共に精進いたしましょう。

▼開運星祭、皆様のご参詣を心からお待ち申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　合掌

★　釋空満寺のホームページ

「しゃくまんじ」とひらがな入力で開けるので、ご覧ください。

